
 

 

 

 

 

 

     

                     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 わたしたちは、社会に奉仕する世界最大の団体です             

第２５回餅つき奉仕  「ゆるぎ荘」・「星の里」に分かれ実施 

西条 
No.499 
2018-2019 

1月号 

ライオンズクラブ国際協会 336－Ａ地区 

２Ｒ４Ｚ 西条ライオンズクラブ会報誌 

活動内容はこちらから →     

   会長スローガン  [ 一緒に 懸命に ＷＥ ＳＥＲＶＥ ] 

キーワード   [ 共 生 ] 



                            

                                                                                                         

                                                                                                                

 

 

 

 

 

  

テーマ                                         

 

 

 

  

 

 

 

スローガン                                                              

                       （ライオンズクラブのキーは奉仕することである） 

 

 

 

 

 

キーワード                                                 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

        

                         新 年 を 寿 ぎ て 
                                     第 58 代会長 森下雄一 
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2018-2019年度 ライオンズクラブ国際協会会長         グドラン・ビョート・イングバドター                

２０１８-２０１９年度 ライオンズクラブ国際協会 336-A地区ガバナー        関 野 邦 夫  

2018-2019年度 ３３６－Ａ地区    

 

                      新年を寿ぎ 謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

                   会員の皆様におかれましては、昨年中は大変お世話になり誠に有難う 

ございました。執行部を代表いたしまして厚く御礼を申しあげます。 

 今年度は、トルコからの YCE 生の受け入れという事業からスタートをすることができまし

た。YCE・国際関係委員会の皆さま、また、お世話していただいたメンバーの皆様、大変

ありがとうございました。 

 新年を迎えまして、今期も残すところ半年となりましたが、皆様もご承知の通り今年度は、

地区年次大会が西条市で開催されます。 

 道前キャビネット出向メンバーの方々を中心として、西条ライオンズクラブ全員で成功に

導けるよう今期の会長スローガン『一緒に 懸命に We Serve』の精神でご協力をよろし

くお願いいたします。 

 最後に、本年が西条ライオンズクラブ並びに会員の皆様にとって、とても素晴らしい一年

となりますようご祈念申し上げます。 

 



「 還暦を迎え 」                   山本 新一郎  

                   村 上 公 明 

 

 

 

 

 

     

           

       白寿  ９９才  青木  一 様 （大正 10 年 4 月 20 日生） 

還暦  ６０才  山本新一郎 様 （昭和 34年 3 月 1 日生） 

         高橋 雅顕 様 （昭和 34年 7 月 19 日生） 

         伊藤  稔 様 （昭和 34年 12 月 22 日生） 

 

前厄  ４１才  友澤浩一郎 様 （昭和 54年  9 月 18 日生） 

  

 

      

 

 

  

        

 

 

 

 

 

 

         

 

 

                 

 
 

 

 

     

        

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

              

子ども達もそれぞれの社会に旅立ち、親としての役目もやっとひと区切りしたという

のに、まだまだ私自身は不惑の域にすら達せておりません。なのに・・・還暦です

か・・・・・・。自省しきりです。 

60 年という年月の間に積み重ねてきた、この人生の糧を「どう生かせてゆけるのか」

また、「人として己に恥ずることはないか」と自身に問いかけながら、新しい暦に歩を

進めてゆきたいと思っております。 

皆様どうぞ本年もよろしくお願い申し上げます。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

お年賀のご挨拶  

「 還暦を迎え 」                    高橋 雅顕  

                   村 上 公 明 
この世に生を受け 60年、ついに赤いチャンチャンコを着る年になりました。                                      

今風の言葉でいうと、まじか！って感じですね。                       

10代～20代のころは、60歳還暦の自分など想像したことなどなかったような気がします。 

実際自分がその年齢になってみての感想は、まだまだやれるっていう思いと、年には抗え 

ないという狭間で、なんとも居心地がいいような悪いような、中途半端なお年頃という感 

じがしています。そもそも 60歳=仕事から解放され、悠々自適な生活という、イメージだ 

ったのですが、実際は仕事に追われあと 10年は、現役続行のような気がします。                                     

先日、フジに夫婦で買い物に行き、ふと、「小さな子供たちと毎週此処のゲームセンター 

と新居浜のイオンに行ったもんだな。」と思い出し、またそれが、つい数年前のことのよ 

うに感じられ、光陰矢のごとしとは、よくいったもんだと、感心したり・・・                             

今では夫婦 2人で野菜や芋を買いに周桑 JAの周ちゃん広場通い。                                               

ぬれ落ち葉のように、まるで仲のいい夫婦のように、どこへ行くのも一緒って、還暦世代 

あるあるでしょうか？クラブの皆様は、すでに還暦後、まさに還暦、もうちょっとで、の 

方がたくさんおられるので、還暦の意味は割愛させていただきます。                                        

60年かけて、一回りして赤子に戻るので、昔の産着に魔除けとして、使われていた赤色を 

使ったちゃんちゃんこや帽子を身に着けて・・・う～ん！やっぱり、なんかぴんときません。 

が、昭和 34年生まれなので、これが現実です。                                         

還暦を人生の重大節目と捉え、この機会に初心に帰り、生かされていることに感謝しつつ、 

残りの人生を悔いなく頑張りたいと考えている今日この頃でございます。 

（レクバレーも 65歳の鉢巻を巻けるまで頑張るぞ。）                                                                         



「 還暦を迎え 」                    伊藤  稔  

                   村 上 公 明 

「 前厄を迎えて 」                  友澤 浩一郎  

                   村 上 公 明 

「前厄ですよ！」と言われるまで気づきませんでした。 

心は若いつもりでいたのか、心の成長が止まったまま、身体だけが歳をとったのかわかりません

が、今でもまだ実感が無いのです（泣） 

しかし、思い返せばこれまで大きな病気や怪我も無く過ごしてこれた事に感謝ですね。 

後厄が終わるまでの３年間は要注意でしょうか？ 

今回、ひとつの節目に差し掛かりますので改めて今までを思い返し、これからの自分についても

考えてみようかなと思いました。自分の未来を想像しながら、これからも「報恩謝徳」の気持ち

を忘れずに頑張ります。 

「第１回 新会員オリエンテーション」に出席して      岩間 勝一 

 

平成 30 年 12 月 2 日(日)14：15 よりケーオーホテル 

（今治市湯浦）にて、開催されました。引率に安藤憲正 

会員委員長が出席して下さいました。今回受講の越智 

美和さん、秋山雅史さん、そして私の３人を見守って 

頂き、ありがとうございました。オリエンテーション 

は、開会ゴング、開会宣言に始まり、クラブ例会に似 

たようなものでした。オリエンテーションが進むにつれ、 

新会員引率者紹介や歓迎の挨拶、及び主催者の挨拶と普 

段の例会とは違うものとなってきました。又、ライオン 

ズクラブに関し、入会する事の意義や、国際協会の歴史等の教えがあり、最後に講師である２Ｒ

Ｃ 石川正人氏より受講者一人一人に「どうしてライオンズクラブに入ったのか、ライオンズク

ラブの良いところ、悪いところ、気になるところ、何でもいいから話してください」と言われま

した。皆さん、いろいろな事を話されていました。西条ライオンズクラブ受講者１番手が私だっ

たので、少し緊張はしましたが皆、今までの経緯やクラブの良い所だけを発言していました。西

条ライオンズクラブの雰囲気は良いのだと感じました。リジョン単位での開催に感謝しておりま

す。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新年あけましておめでとうございます。本年も輝かしい年になりますように。 

そして、本年は、待ちに待った還暦を迎えることができたことに大きな喜びと元気な体

に産んでくれた母に感謝し、また、頑丈なＤＮＡをつないでくれたご先祖そして、父に感

謝したいと思います。 

元号が変わる年が、還暦とは・・いろいろなことが頭の中をよぎります。もともと還暦

の発祥は、古代中国です。日本では、奈良時代にその長寿の祝いの習慣を取り入れ貴族た

ちの間で広く行われるようになったのが始まりと言われています。そして、還暦とは、60

年で干支が一回りして再び干支にかえることから元の暦に戻る意味です。かつては、魔除

けの意味で産着に赤色が使われていたので誕生時に帰るという意味です。（赤ちゃんに戻

る、第二の人生に生まれ変わるという意味です。）これからは、人生の節目として、いろい

ろなことに決断して人生を豊かに過ごしていきたいと思います。四国八十八か所めぐりに

日本の山々の縦走旅行、海外旅行と・・・・まだまだ頑張れる気がします。健康に留意し

てがんばろう。 

夢は、大きく羽ばたこう・・・・。 

 

 



師走の寒風が、冬本番を感じさせてくれる 12 月 8 日（土）、「星の里」

及び「ゆるぎ荘」にて今年も恒例の餅つき奉仕を行いました。 

 

ライオンズメンバー１０名と伊予銀行からのボランティア７名で実施しました。 

普段はなかなか外部との接点がない施設であり、毎年この日を楽しみにしてくれている方も多

いそうで、熱烈な歓迎のもと、餅つきがスタートしました。 

どんどん施設の方が参加してくださるので、メンバーは老体にほとんどムチ打つことなく、順調

に４臼のお餅がつきあがりました。また、今年はもっと交流の機会を増やしたいという施設側か

らの提案で、初の「軽食交流会」も催され、うどんやおにぎりを皆で美味しくいただきました。 

楽しそうにお餅をつく人、１年ぶりの再会に笑顔を見せる人、施設の皆さんに大変喜んでもらえ

た１日となりました。 

ライオンズメンバー１０名と伊予銀行からのボランティア１２名で実施しました。 

ゆるぎ荘では毎年、１０臼という大量のお餅をつくわけですが、そのほとんどを伊予銀行若手男

子行員が担っています。ところが、今年はなんと伊予銀行の行事と運悪く重なり、精鋭のつき手

が不在という史上最大のピンチの中でスタートしました。 

ダブルブッキングの責任を感じつつも、明日のクラブゴルフコンペへの影響を気にしながら懸命

に頑張る支店長、そして力尽きて救いの目を投げかけるもわざと視線をそらすメンバー・・・・、 

様々な人間模様が展開する中、普段よりも長めの休憩を取りながらも何とかかんとか１０臼をつ

きあげました。それでも大勢のお年寄りがおいしそうにお餅を食べてくださるのを見ると、苦労

も報われました。来年は楽できるよう、しっかり日程調整します。 

 

   

 

                                  [ 環境保全・保健福祉事業 ] 

 

境保全・保健福祉委員  西原 隆二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

星 

の 

里 

ゆ 

る 

ぎ 

荘 

奉仕 



                        

新年あけましておめでとうございます。 

昨年は、明治維新から 150年を迎えた年で江あり、平成 30年と区切りの年でした。そして、平成最

後の 2019年(平成 31年)は 5月 1日から新しい元号に変わる非常に大きな節目の年となります。 

新元号元年！ 

今年４月は、ライオンズ国際協会 336－Ａ地区 第 65回地区年次大会 西条大会という大きな大会 

があります。会員の皆様のご協力の下、平成最後の年次大会を大成功に終わらせましょう。 

今年も皆様にとって、素晴らしい年となりますように本年もどうそよろしくお願い申し上げます。 

ＭＣ・広報委員会委員 盛實正人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年指導育成委員会 委員長  越智美和 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       橘小学校・玉津小学校・神拝小学校にて表彰式を行いました 
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西条ライオンズクラブ 

編集後記 

平成最後の年の国際平和ポスター事業が無事に終了致しましたのでここにご報告させ

て頂きます。本年度は神拝小学校１１点、橘小学校１４点、玉津小学校３点の合計２

８点とたくさんの応募がありました。皆さんに投票して頂いた結果、最優秀には神拝

小学校６年星組の井ノ口結菜さんに決定し、代表作品として出展しております。 

また応募していただきましたポスターは１１月中旬から３０日まで西条図書館１Ｆロ

ビーにて展示を行いました。１２月には会長と各小学校にお伺いし、滞りなく表彰式

を行うことができました。本年度も自分のポスターが印刷されたカレンダーを全員に

参加賞としてお渡ししました。皆様のご協力のもと事業が無事終える事ができました。 

ありがとうございました。 

         [西条図書館ロビーにて展示] 

第３１回国際平和ポスターコンテスト実施報告 
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